
 

 

○ぶらりウォーキング 

  移り行く季節を楽しみながら、免疫力アップ・ストレス発散・体力づくり・仲間づく

りをしませんか？   

１.日時：２０２６．６．４（木）  １０：００～１２：００           天気 曇り      

２.リーダー：Ｒ、Ｓ           ききみみメンバー：５名 

３.参加者数：大人１１名                     対象者：２～３㎞歩ける方 

４.ねらい：自然を楽しみながら自分の心と体の健康づくり・仲間づくりをしてもらう。 

５．活動場所：センター～散策路①～⑧～湿地東屋～貯水池沿い～センター  

６．活動内容：季節の見どころを紹介しながら森林浴や森歩きで心身ともにリフレッシュしてもらう。          

時間・場所       内            容 
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１１：００ 
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１２：３０ 

・あいさつ  自己紹介（ききみみメンバー・参加者） 

・内容を伝える。（今日のコース・体調確認・危険生物紹介・準備体操） 

・約束：森の植物などを勝手に採取しない。 

・森の恩恵：恵みの雨と保健・レクリエーション 

「クロガネモチ」モチノキ科で若い枝が黒紫色をおびていて秋に赤い球形の実を

たくさんつける。 

「ネズミモチ」花は長さ 5～6㎜で白色、花冠は 4裂する。葉を光にかざした際に

トウネズミモチと比して側脈が透けて見えない。 

「ネジキ」白い壺状の花が下向きにずらっと並んでつき、離れてみるとブラシのよ

うに見える。 

「クリ」長く垂れ下がるひも状の雄花の根元に雌花がつく。ノギも光合成を担い 

大量の花粉は独特の香りを放ち、受粉のための虫たちを引き寄せる。 

「ウツギ」別名は旧暦の 4月頃咲くことから「卯の花」、茎が中空であることから

「空木」とも言われる。 

「エゴノキ」実を食樹とするヤマガラは無害な種子だけを選んで上手に食べ、冬に

備えて「貯食」も行う。 

「トウカイコモウセンゴケ」食虫植物で、県によっては絶滅危惧種に指定。 

昨年には外来種のナガエモウセンゴケの駆除など保全活動も行っている。 

〖木本〗 ヤマモモ、アカメガシワ、ムラサキシキブ、ヌルデ、イヌツゲ 

ウリカエデ、ハコネウツギ、ウメモドキ、テイカカズラ、ヤマボウシ。 

〖草本〗（花）ニワゼキショウ、オオニワゼキショウ、テリハノイバラ、ニガナ、

オニタビラコ、セイヨウタンポポ 

〖シダ類〗コシダ、ウラジロ〖コケ類〗ヒトクチタケ、ノウタケ、ヒイロタケ 

〖昆虫〗モリアオガエルの卵塊、シオヤトンボ、オオシオカラトンボ、イトトン

ボ、マイマイガ、オトシブミ（下見時を含む）〖野鳥〗ウグイス、ヒヨドリ 

・アンケート依頼  解散 
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